
                               

          

                                

 １１月２９日（土）、都バスを乗り継いで青梅・奥多摩に行ってきました。 

参加者は１１名と少人数で、紅葉も少しばかり盛りを過ぎた日程となりましたが、

晴天に恵まれ、小さなバス旅行と御岳渓谷散策を楽しみました。                          

 

 

 

 

 

 

 

都バス一日乗車券 ７００円で乗り放題でした 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

   

鮮やかな紅葉だった清流ガーデン澤乃井園前のつり橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          奥多摩散策会に行ってきました！ 
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上北台公民館利用者連絡会 

上北台ＮＥＷＳ 

令和７年１２月１５日発行 

  NO．７１ 
利用連会長 後藤 祥夫 

連絡先   上北台公民館 

  

参加者のみなさん 
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清流ガーデン澤乃井園にて 

 

 

 

 

 

 

 

澤乃井園にて各自昼食 

日本酒の試飲を楽しむ方も。 

          

 

 

 

 

 

青梅駅前 昭和レトロな店 

   

都バスは一日乗車券やシルバーパスを利用し周遊しました。みなさん、楽しそ 

うにそれぞれお土産を買いこみ、無事帰宅することができました。 

 ご参加の皆様、お疲れさまでした。 
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本年度の新年グループ交流会は～ 

日立航空機変電所と資源物中間処理施設の見学会です 
ふるってご参加ください！ 

上北台公民館利用者連絡会恒例の「新年グループ交流会」は、この２年間は学習会や

各グループの活動の披露と、「みんなの料理」の皆さん手作りの昼ご飯を食べながら、

グループを越えた交流を行ってきました。 

 空調と照明の修繕のため長らく休館していた上北台公民館は、令和８年１月６日から

再開する予定ですが、休館中は役員会と各グループとの円滑な連絡や、「みんなの料理」

の皆さんの準備もむずかしかったことから、本年度は室内での交流会は行わず、市内に

ある８０年前の空襲の痕を生々しく残す戦災建造物と、東大和・武蔵村山・小平３市で

運営する容器包装プラスチックやペットボトルを中間処理する施設（愛称「エコプラザ・

スリーハーモニー」）の見学会（要事前申込み）を行うこととしました。 

 

 令和８年１月２８日（水）午後１時 
旧日立航空機変電所（都立東大和南公園内 市民体育館南側）集合 
  

おおよそのタイムスケジュール 

  午後１時集合 ～２時  変電所内の見学と説明 

  ２時 ～ ２時１０分  徒歩で「エコプラザ・スリーハーモニー」に移動 

  ２時１０分～３時１０分 プラごみの搬入と選別作業見学と説明 終了後解散 
   

※ご自宅から見学地まで（往復）の事故や見学先での事故に対応するため、１日限りの行事保険に加入 

 します。４面の申込書の項目に沿ってご記入いただき、返信先にメールをいただくか、公民館への用紙の 

 持参（１２月中は中央公民館、１月６日以降は上北台公民館）でお申し込みください。 

※当日、積雪等により集合が難しい場合は、開催を中止します。 

旧日立航空機立川工場変電所             エコプラザ・スリーハーモニー 
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○日立航空機(株)立川工場変電所 
   戦時中、東大和市は「北多摩郡大和村」といいました。当時、村の南部はほとん

どが無人の土地でした。 
昭和１３年（１９３８年）、この広大な土地に「東京瓦斯（ガス）電気工業株式

会社（通称「ガスデン」）」が飛行機のエンジンをつくる工場を建設しました。ガス
デンは翌年には日立製作所に吸収され、「日立航空機株式会社立川工場」（別名「日
立航空機株式会社立川発動機製作所」）と名前を変えましたが、変電所は変わらず
電気を変圧して工場全体に配電する役割を担っていました。 

  昭和２０年（１９４５年）、工場は度重なるアメリカ軍の空襲を受け、１００人
を超える犠牲者を出しました。  

  戦後、広大な土地の一部で、平和な産業に限りという条件で工場の操業が認めら
れたことから、変電所は電気を送り続け、建物内外の空襲の痕跡をほとんど修繕し
ないまま戦後半世紀を稼働して、その役割を終えました。 

  戦争の悲惨さを今日に伝える貴重な建造物として、国内はもちろん、海外からも
注目を集めています。 

 

○資源物中間処理施設「エコプラザ・スリーハーモニー」 
   東大和市は、武蔵村山市、小平市と共同で「小平・村山・大和衛生組合」（昭和４

０年～１９６５年～設立）を結成し、３市の１６万８千世帯あまりのごみ処理事業
を行っています。 

   生ごみなどの可燃物、金属などの不燃物は、西武鉄道拝島線と玉川上水に挟まれ
た一帯にあるごみ処理場に持ち込まれますが、家庭から出たペットボトルや容器包
装プラスチックは、令和元年（２０１９年）５月に稼働を開始したこの施設に持ち
込まれ、選別・圧縮されて、リサイクル業者に搬出されます。 

   家庭から出た「プラごみ」がどのように搬入、選別され、リサイクルのために搬
出されるのか、日々ごみを排出する住民として学習する機会とします。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

新年グループ交流会（戦災変電所・資源物中間処理施設見学会）参加申込書 

グループ名（                  ）   〆切 １月２１日（水） 

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                          

                      

必要事項をご記入のうえ、下記メールアドレスに返信してください。 

返信先 goto-yh@ozzio.jp （上北台公民館利用連会長 後藤あて） 

あるいは申込書を印刷のうえ、必要事項をご記入いただき、公民館（１２月中は中央、 

１月６日以降は上北台）にご持参ください。 
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氏    名 年 齢 携 帯 番 号（あるいはその他の連絡先） 
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